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図
り
、本
県
農
業
の
健
全
な
発
展

を
目
指
し
て
取
り
組
ん
だ
、平
成
25

年
度
の
各
種
事
業
実
績
の
報
告
を

行
い
、参
加
者
か
ら
承
認
を
得
ま
し

た
。

　

承
認
さ
れ
た
議
案
は
次
の
と
お
り

で
す
。

第
1
号
議
案

　

平
成
25
年
度
事
業
報
告
並
び
に

　

平
成
25
年
度
経
費
収
支
決
算
承

　

認
に
関
す
る
件

第
2
号
議
案

　

平
成
25
年
度
職
員
退
職
死
亡
給

　

与
積
立
金
収
支
決
算
承
認
に
関

　

す
る
件

第
3
号
議
案

　

平
成
25
年
度
会
議
員
退
職
慰
労

　

積
立
金
収
支
決
算
承
認
に
関
す

　

る
件

第
4
号
議
案

　

法
第
41
条
第
2
項
第
6
号
会
議

　

員
辞
任
承
認
の
件

第
5
号
議
案

　

法
第
41
条
第
2
項
第
6
号
会
議

　

員
指
名
の
件

第
6
号
議
案

　

法
第
41
条
第
2
項
第
5
号
に
定

　

め
る
賛
助
員
の
加
入
承
認
に
関

　

す
る
件

　

県
農
業
会
議（
増
井
勲
会
長・写

真
）は
、平
成
26
年
8
月
11
日
、奈
良

市
大
森
町「
農
協
会
館
」に
お
い
て

第
1
1
6
回
通
常
総
会
を
開
催
し

ま
し
た
。

　

農
業
会
議
会
議
員
を
は
じ
め
県

関
係
者
な
ど
約
60
名
が
出
席
。冒
頭

増
井
会
長
は
、「
我
が
国
の
農
業・農

村
を
取
り
巻
く
状
況
は
大
変
厳
し

さ
を
増
し
て
い
る
と
と
も
に
、大
き

な
変
革
に
向
け
大
き
な
波
が
押
し

寄
せ
て
い
ま
す
。農
業
委
員
会
改
革

に
つい
て
も
発
表
さ
れ
、各
方
面
で
取

り
上
げ
ら
れ
議
論
さ
れ
て
い
る
中
、

農
地
台
帳
が
法
定
化
さ
れ
る
な
ど
、

農
業
委
員
会
、農
業
委
員
と
し
て
全

う
す
べ
き
使
命・役
割
は
ま
す
ま
す

重
要
に
な
っ
て
い
ま
す
」と
あ
い
さ
つ

し
ま
し
た
。

　

総
会
で
は
、役
員
に
つ
い
て
も
改

選
が
行
わ
れ
、会
長
に
増
井
勲
氏
、

副
会
長
に
永
田
正
利
氏
、大
西
崇
夫

氏
、監
査
委
員
に
下
村
修
氏
、谷
口

敏
夫
氏
、藤
裏
勲
氏
の
就
任
が
決
ま

り
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、県
下
の
農
業・農
業
者

の
利
益
代
表
機
関
と
し
て
、奈
良
県

農
業
の
振
興
発
展
と
農
家
経
済
の

充
実
並
び
に
農
家
生
活
の
向
上
を

トピッ
クス

トピッ
クス

第
116
回　

奈
良
県
農
業
会
議
通
常
総
会
を
開
催
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つ
し
ま
し
た
。

　

こ
の
研
修
会
で
は
5
8
1
名
の

参
加
が
あ
り
、
全
国
農
業
会
議
所

　

農
地
・
組
織
対
策
部
鈴
木
次
長

よ
り
組
織
を
め
ぐ
る
情
勢
と
農
業

委
員
・
農
業
委
員
会
の
役
割
に
つ

い
て
。
ま
た
、
県
地
域
農
政
課
よ

り
、
農
地
法
の
概
要
に
つ
い
て

や
、
遊
休
農
地
に
関
す
る
措
置
の

概
要
な
ど
に
つ
い
て
。
県
農
業
会

議
よ
り
、
農
業
会
議
事
業
の
概
要

と
組
織
活
動
の
強
化
に
向
け
て
研

修
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

県
農
業
会
議
は
、
市
町
村
農
業

委
員
を
対
象
に
「
市
町
村
農
業
委

員
研
修
会
」
を
8
月
28
日
に
、
斑

鳩
町
興
留
「
い
か
る
が
ホ
ー
ル
」

に
て
開
催
し
ま
し
た
。

　

増
井
勲
県
農
業
会
議
会
長
は
、

「
農
業
委
員
会
が
果
た
す
べ
き
役

割
と
使
命
が
ま
す
ま
す
重
要
に

な
っ
て
き
て
お
り
ま
す
。
遊
休
農

地
の
発
生
防
止
や
解
消
対
策
な

ど
、
優
良
農
地
の
確
保
対
策
を
重

点
的
に
引
き
続
き
取
り
組
ん
で
い

く
こ
と
が
必
要
で
す
」
と
あ
い
さ

【
3.5
％
】
（
全
国
：
女
性
農

業
委
員
数
は
2
，
5
5
9
人

【
7.2
％
】
。
1
農
業
委
員
会
当
た

り
1.5
人
）
。

○
認
定
農
業
者
農
業
委
員

・
認
定
農
業
者
農
業
委
員
が
い
る

農
業
委
員
会
数
は
21
【
56.8
％
】

（
全
国
：
認
定
農
業
者
農
業
委
員

が
い
る
農
業
委
員
会
数
は
1
，

4
2
2
【
83.2
％
】
）
。

・
認
定
農
業
者
農
業
委
員
数
は
58

人
【
8.7
％
】
（
全
国
：
認
定
農
業

者
農
業
委
員
数
は
1
0
，
3
2
1

人
【
28.9
％
】
。
1
農
業
委
員
会
当

た
り
6.0
人
）
。

○
統
一
選
挙
の
実
施
状
況

・
統
一
選
挙
を
実
施
し
た
委
員
会

は
30
【
81.1
％
】
（
全
国
：
統
一
選

挙
を
実
施
し
た
委
員
会
は
1
，

0
1
2
【
59.2
％
】
）
。

・
投
票
を
行
っ
た
農
業
委
員
会

は
2
【
6.6
％
】
（
全
国
：
投
票

を
行
っ
た
農
業
委
員
会
は
84

【
8.3
％
】
）
。

　

本
年
7
月
6
日
を
中
心
に
実
施

さ
れ
た
第
22
回
農
業
委
員
統
一
選

挙
後
に
お
け
る
農
業
委
員
会
の
実

態
を
把
握
す
る
た
め
、
全
国
農
業

会
議
所
が
市
町
村
農
業
委
員
会
か

ら
報
告
を
受
け
た
調
査
結
果
が
ま

と
ま
り
ま
し
た
。
奈
良
県
下
の
状

況
は
、
3
年
前
の
同
時
期
と
比

べ
、
農
業
委
員
数
で
8
人
増
。
女

性
農
業
委
員
数
で
8
人
増
。
認
定

農
業
者
農
業
委
員
で
2
人
増
な
ど

と
な
り
ま
し
た
。
詳
細
に
つ
い
て

は
次
の
と
お
り
で
す
。

○
農
業
委
員
会
・
農
業
委
員
数

・
農
業
委
員
会
数
は
37
、
農
業
委

員
の
総
数
は
6
6
5
人
（
全
国
：

農
業
委
員
会
数
は
1
，
7
0
9
、

農
業
委
員
総
数
は
3
5
，
6
6
5

人
）
。

・
選
挙
委
員
は
4
8
1
人
、
選
任

委
員
は
１
８
４
人
（
全
国
：
選
挙

委
員
は
2
6
，
7
5
5
人
、
選
任

委
員
は
8
，
9
1
0
人
）
。

○
女
性
農
業
委
員

・
女
性
農
業
委
員
が
い
る
農
業

委
員
会
数
は
18
【
48.6
％
】
（
全

国
：
女
性
農
業
委
員
が
い
る
農

業
委
員
会
数
は
1
，
1
7
4

【
68.7
％
】
）
。

・
女
性
農
業
委
員
数
は
23
人

「
市
町
村
農
業
委
員
研
修
会
」を
開
催

農
業
委
員
の
役
割
と

新
た
な
農
地
制
度
へ
の
対
応
に
つ
い
て
研
修

　

全
国
農
業
会
議
所
（
全
国
新
規

就
農
相
談
セ
ン
タ
ー
）
で
は
、
農

業
法
人
等
が
就
業
希
望
者
を
新
た

に
雇
用
し
て
、
生
産
技
術
や
経
営

ノ
ウ
ハ
ウ
等
を
習
得
さ
せ
る
研
修

を
実
施
す
る
場
合
に
、
研
修
経
費

の
一
部
を
助
成
す
る
「
農
の
雇
用

事
業
」
の
参
加
者
を
募
集
し
て
い

ま
す
。

　

な
お
、
今
回
の
募
集
で
は
、
前

回
募
集
に
引
き
続
き
東
日
本
大
震

災
に
よ
り
、
被
災
さ
れ
た
方
を
雇

用
す
る
農
業
法
人
等
を
優
先
的
に

採
択
し
ま
す
。

助
成
内
容

　

研
修
費
用
を
、
月
額
9
万
7
千

円
を
上
限
に
、
最
長
12
ヶ
月
間
助

成
し
ま
す
。

﹇
主
な
対
象
経
費
﹈

・
法
人
等
の
指
導
者
や
外
部
専
門

家
に
よ
る
指
導
に
要
す
る
経
費

・
外
部
の
研
修
会
等
の
参
加
に
要

す
る
交
通
費

・
研
修
対
象
者
の
協
保
険
・
労
働

者
災
害
補
償
保
険
料　

等

募
集
期
間

　

平
成
26
年
9
月
1
日
〜
10
月
14
日

（
必
着
）

問
い
合
わ
せ
先

奈
良
県
農
業
会
議

〒
6
3
0‒

8
5
0
1

奈
良
市
登
大
路
町
３
０
番
地

県
庁
分
庁
舎
内

電
話
0
7
4
2‒

2
2‒

1
1
0
1

　
　

（
内
線
5
6
2
7
）

主
な
要
件

①
新
規
就
業
者
を
正
社
員
と
し
て

雇
用
す
る
こ
と（
パ
ー
ト
、ア
ル
バ
イ

ト
等
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
）。

②
原
則
と
し
て
、
雇
用
保
険
、
労

災
保
険
に
加
入
す
る
こ
と
。
ま

た
、
法
人
に
あ
っ
て
は
、
厚
生
年

金
保
険
、
健
康
保
険
に
加
入
す
る

こ
と
。

③
税
務
署
に
給
与
支
払
事
務
所
等

の
開
設
届
け
を
す
る
こ
と
。

④
本
事
業
と
重
複
す
る
他
の
助
成

（
補
助
）
を
受
け
て
い
な
い
こ
と

⑤
新
規
就
業
者
が
、
農
業
法
人
等

の
代
表
の
親
族
で
な
い
こ
と
。

⑥
新
規
就
業
者
が
、過
去
に
本
事
業

の
対
象
と
な
って
い
な
い
こ
と
。

「
第
22
回
農
業
委
員
統
一
選
挙
後
の
全
農
業
委
員
会
の
体
制
等
に
関
す
る
状
況
調
査
」ま
と
ま
る

「
農
の
雇
用
事
業 

平
成
26
年
度
第
3
回
」

募
集
の
お
知
ら
せ
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総
額
24
万
円
で
す
が
、
税
率
15
％

の
方
の
場
合
は
税
の
減
額
分
が

3
6
，
0
0
0
円
な
の
で
、
実
質

20
万
4
千
円
の
支
出
で
す
む
わ
け

で
す
。
積
立
額
は
24
万
円
な
の

で
、
税
の
減
額
分
を
将
来
の
自
分

の
老
後
の
た
め
に
積
み
立
て
た
と

考
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

②
受
け
と
る
年
金
は
公
的
年
金
等

控
除
が
適
用

　

公
的
年
金
に
よ
る
収
入
の
合
計

額
が
1
2
0
万
円
ま
で
は
非
課
税

で
す
。
（
65
歳
以
上
）

③
運
用
益
も
非
課
税

　

農
業
者
年
金
基
金
が
運
用
し
て

得
ら
れ
た
収
益
（
運
用
益
）
も
非

課
税
で
す
。
﹇
※
預
貯
金
や
債
券

の
利
息
は
20
％
課
税
﹈

◎
80
歳
ま
で
の
保
証
が
つ
い
た
年

金
で
す

　

仮
に
加
入
者
や
受
給
者
が
80
歳

前
に
亡
く
な
ら
れ
た
場
合
で
も
、

ご
遺
族
に
加
入
者
・
受
給
者
が
死

亡
し
た
翌
月
か
ら
80
歳
ま
で
受
け

と
る
は
ず
で
あ
っ
た
年
金
額
を
、

死
亡
時
の
価
値
に
換
算
し
た
「
死

亡
一
時
金
」
を
お
支
払
い
で
き
ま

す
。
こ
の
死
亡
一
時
金
は
、
全
額

非
課
税
で
す
。

れ
ば
、
月
2
万
円
を
30
年
間
積
み

立
て
る
こ
と
と
同
じ
保
険
料
額
と

な
り
ま
す
。
ま
た
、
例
え
1
ヶ
月

の
加
入
で
や
め
た
（
脱
退
し
た
）

場
合
で
あ
っ
て
も
、
積
み
立
て
た

保
険
料
は
将
来
年
金
と
し
て
受
け

と
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◎
担
い
手
へ
の
保
険
料
の
助
成

①
60
歳
ま
で
に
保
険
料
納
付
期
間

が
20
年
以
上
見
込
ま
れ
る

②
農
業
所
得
が
９
０
０
万
円
以
下

③
認
定
農
業
者
や
認
定
就
農
者
、青

色
申
告
者
、家
族
経
営
協
定
締
結
者

な
ど
必
要
な
要
件
に
該
当

な
ど
、
3
つ
の
要
件
を
満
た
す
農

業
者
に
は
、
一
定
の
条
件
の
下
で

保
険
料
の
助
成
が
受
け
ら
れ
ま

す
。
（
月
額
最
高
1
万
円
、
通
算

す
る
と
最
大
で
2
1
6
万
円
）

◎
税
制
上
の
優
遇
措
置
が
大
き
な

メ
リ
ッ
ト
を
生
み
出
す

①
支
払
う
保
険
料
は
全
額
社
会
保

険
料
控
除
の
対
象

　

保
険
料
は
、
全
額
社
会
保
険
料

控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
﹇
※
民

間
の
個
人
年
金
の
場
合
は
、
控
除

額
の
上
限
は
5
万
円
﹈
。
年
間
保

険
料
総
額
の
15
％
〜
30
％
程
度
の

大
き
な
節
税
効
果
が
生
ま
れ
ま

す
。

　

つ
ま
り
、
保
険
料
を
月
額
2
万

円
支
払
う
と
、
年
間
保
険
料
支
払

　

農
業
者
年
金
は
、
積
立
方
式

（
確
定
拠
出
型
）
の
公
的
年
金
で

す
。
積
立
貯
金
を
始
め
る
感
覚
で

加
入
で
き
ま
す
。

　

な
お
、
加
入
者
の
み
な
さ
ま
か

ら
お
預
か
り
し
た
保
険
料
は
、
農

業
者
年
金
基
金
が
安
全
面
を
重
視

し
て
一
元
的
に
運
用
し
て
い
ま

す
。
健
全
な
運
営
で
多
く
の
運
用

収
益
を
加
入
者
に
還
元
す
る
よ
う

心
掛
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
（
た
だ

し
、
経
済
情
勢
に
よ
っ
て
は
運
用

益
が
マ
イ
ナ
ス
に
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。
）

◎
加
入
要
件

①
60
歳
未
満

②
国
民
年
金
第
1
号
被
保
険
者

③
年
間
60
日
以
上
農
業
に
従
事

　

3
つ
の
要
件
を
満
た
す
人
は
誰

で
も
加
入
で
き
ま
す
。

  

農
地
を
持
っ
て
い
な
い
農
業

者
、
配
偶
者
、
後
継
者
な
ど
の
家

族
従
事
者
も
加
入
で
き
ま
す
。

　

い
つ
で
も
や
め
た
り
、
加
入

（
60
歳
に
な
る
前
月
ま
で
）
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
50

歳
代
の
方
も
加
入
で
き
ま
す
。
月

2
万
円
〜
6
万
7
千
円
の
間
で
、

千
円
単
位
で
自
由
に
保
険
料
が
選

べ
、
60
歳
に
な
る
前
月
ま
で
積
み

立
て
ら
れ
ま
す
。
例
え
ば
月
6
万

円
の
保
険
料
を
10
年
間
積
み
立
て

し
っ
か
り
積
み
立
て
、が
っ
ち
り
サ
ポ
ー
ト　

安
心
で
豊
か
な
老
後
を

農
業
者
年
金
は
、積
立
方
式
の
公
的
な
年
金
制
度
で
す
。

農
業
者
年
金
加
入
推
進
強
調
月
間
を
展
開
中

平
成
26
年
10
月
か
ら
平
成
27
年
1
月
ま
で

　

農
業
者
の
老
後
保
障
と
担
い
手

の
確
保
と
い
う
政
策
目
的
を
基
本

と
す
る
農
業
者
年
金
制
度
を
、
農

業
者
か
ら
支
持
さ
れ
る
年
金
と
し

て
定
着
さ
せ
る
こ
と
が
重
要
で
あ

り
、
さ
ら
な
る
加
入
者
の
確
保
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
奈
良
県
下

に
お
い
て
は
、
農
業
委
員
会
と
Ｊ

Ａ
組
織
が
互
い
に
連
携
を
図
り

「
農
業
者
年
金
加
入
者
確
保
3
・

3
運
動
」
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

着
実
に
加
入
者
が
増
加
し
て
い
ま

す
。

　

本
年
10
月
か
ら
来
年
1
月
ま
で

の
4
ヶ
月
間
、
本
制
度
に
つ
い
て

農
業
者
に
広
く
周
知
を
図
り
、
加

入
に
向
け
た
推
進
活
動
を
積
極
的

に
行
う
た
め
「
農
業
者
年
金
加
入

推
進
強
調
月
間
」
を
実
施
し
、
加

入
者
の
確
保
実
現
に
向
け
た
取
り

組
み
を
強
化
し
ま
す
。

　

取
り
組
み
の
重
点
は
次
の
と
お
り

1
．
新
規
加
入
者
の
確
保

（
1
）
各
市
町
村
段
階
で
年
間
3

名
の
新
規
加
入
者
の
確
保

2
．
加
入
対
象
者
の
把
握
と
名
簿

の
作
成
・
補
正

（
1
）
加
入
対
象
者
の
確
認・把
握

（
2
）
重
点
加
入
対
象
者
の
把
握

3
．
制
度
の
周
知
方
法

（
1
）
各
組
織
の
広
報
誌
等
へ
の

掲
載
に
よ
り
、
広
範
囲
の
対
象
者

に
対
す
る
制
度
の
Ｐ
Ｒ
を
実
施

（
2
）
重
点
加
入
対
象
者
等
に
対

し
、
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
な
ど
の
推
進

資
料
を
配
付

4
．
戸
別
訪
問・巡
回
普
及
の
実
施

（
1
）
加
入
推
進
体
制
の
整
備
と

連
絡
調
整
活
動
の
強
化

（
2
）
重
点
加
入
対
象
者
に
対
す

る
巡
回
活
動
及
び
戸
別
訪
問
の
実
施

（
3
）
制
度
の
周
知
を
図
る
た
め

の
巡
回
普
及
活
動
の
実
施

5
．
重
点
加
入
対
象
者
に
対
す
る

相
談
会
の
開
催
や
各
種
会
合
な
ど

を
活
用
し
た
Ｐ
Ｒ

（
1
）
重
点
加
入
対
象
者
に
対
す

る
加
入
相
談
会
を
開
催

（
2
）
担
い
手
が
多
く
集
ま
る
集

会
や
会
合
等
の
場
を
活
用
し
た
Ｐ
Ｒ

6
．
農
業
委
員
・
Ｊ
Ａ
リ
ー
ダ
ー

等
へ
の
制
度
理
解
の
徹
底
と
加
入

推
進

（
1
）
農
業
委
員・Ｊ
Ａ
リ
ー
ダ
ー

を
対
象
と
し
た
研
修
会
の
開
催

（
2
）
加
入
資
格
を
持
つ
農
業
委

員
・
Ｊ
Ａ
リ
ー
ダ
ー
へ
の
加
入
推

進
の
徹
底

7
．
加
入
推
進
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ

プ
活
動
の
実
施

（
1
）
戸
別
訪
問
等
実
施
後
の

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
活
動
の
実
施

（
２
）
「
加
入
推
進
記
録
簿
」
の

整
理
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農
業
会
議
だ
よ
り

《
全
国
農
業
図
書　

新
刊
紹
介
》

◎
平
成
26
年
度
版

　

よ
く
わ
か
る
農
家
の
青
色
申
告

　

青
色
申
告
制
度
、申
告
の
手
続
き
、

記
帳
の
実
務
、確
定
申
告
書
の
作
成
か

ら
申
告
ま
で
を
記
入
例
を
ま
じ
え
、や

さ
し
く
解
説
し
ま
し
た
。平
成
26
年
度

版
は
、消
費
税
の
税
率
が
本
年
4
月
に

引
き
上
げ
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、課
税
事

業
者
に
あ
た
る
の
か
ど
う
か
を
わ
か
り

や
す
く
示
し
た「
消
費
税
の
課
税
事
業

者
に
該
当
す
る
か
ど
う
か
の
チ
ェッ
ク

表
」を
新
た
に
掲
載
す
る
と
と
も
に
、

平
成
26
年
分
所
得
税
等
の
改
正
の
あ

ら
ま
し（
平
成
27
年
分
以
降
に
適
用
さ

れ
る
も
の
を
含
む
）を
掲
載
し
て
い
ま

す
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
8
0
0
円

《
県
農
業
会
議
関
係
会
議
日
程
》

10
月
2
日

・
常
任
会
議
員
会
議

10
月
8
日

・「
農
地
台
帳
」
整
備
並
び
に
情
報
公
開

に
向
け
た
農
業
委
員
会
担
当
者
説
明
会

10
月
25
日

・
第
58
回
奈
良
県
農
業
委
員
大
会

11
月
4
日

・
常
任
会
議
員
会
議

12
月
2
日

・
常
任
会
議
員
会
議

12
月
4
日

・
平
成
26
年
度
全
国
農
業
委
員
会
会

長
代
表
者
集
会

奈
良
県
農
業
会
議 

会
長

増
井　

勲

　

残
暑
も
よ
う
や
く
和
ら
ぎ
、
初
秋

の
色
濃
い
昨
今
、
県
下
農
業
関
係
者

の
み
な
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

い
よ
い
よ
ご
健
勝
の
こ
と
と
心
よ
り

お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
た
び
奈
良
県
農
業
会
議
第

1
1
6
回
通
常
総
会
に
お
い
て
会
長

に
再
任
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
上
は
皆

様
方
の
志
を
受
け
継
ぎ
出
来
る
だ
け

の
努
力
を
い
た
す
所
存
で
ご
ざ
い
ま

す
の
で
、
何
分
に
も
関
係
皆
様
方
の

よ
り
一
層
の
ご
指
導
、
ご
支
援
の

程
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
る

次
第
で
す
。

　

さ
て
、
6
月
24
日
に
首
相
官
邸
に

設
置
す
る
農
林
水
産
業
・
地
域
の
活

力
創
造
本
部
が
決
定
し
た
「
農
林
水

産
業
・
地
域
の
活
力
創
造
プ
ラ
ン
」

の
改
訂
版
に
農
業
委
員
会
改
革
が
盛

り
込
ま
れ
、
同
日
政
府
が
「
規
制
改

革
実
施
計
画
」
を
閣
議
決
定
し
ま
し

た
。

　

主
な
内
容
は
、
公
選
制
を
廃
止
す

る
と
と
も
に
市
町
村
長
の
選
任
制
に

変
更
し
、
農
業
委
員
数
を
現
行
の
半

分
程
度
と
す
る
こ
と
。
農
地
利
用
最

適
化
推
進
委
員
を
新
た
に
設
置
す
る

こ
と
。
都
道
府
県
農
業
会
議
、
全
国

農
業
会
議
所
制
度
の
見
直
し
。
行
政

庁
へ
の
建
議
等
業
務
の
見
直
し
な
ど

で
す
。

　

来
年
1
月
以
降
の
通
常
国
会
で
審

議
さ
れ
る
予
定
と
な
っ
て
お
り
、
注

視
し
つ
つ
適
切
な
対
応
を
図
る
た

め
、
農
業
会
議
で
も
組
織
討
議
内
容

の
検
討
等
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
今

後
と
も
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
農
地
台
帳
が
法
定
化
さ
れ

る
な
ど
、
我
々
農
業
委
員
会
系
統
組

織
が
果
た
す
べ
き
役
割
や
使
命
は
ま

す
ま
す
重
要
に
な
っ
て
い
ま
す
。

「
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
」
に
よ
る
地
域

の
農
地
利
用
の
総
点
検
お
よ
び
遊
休

農
地
の
把
握
、
農
地
中
間
管
理
機
構

等
を
活
用
し
た
遊
休
農
地
の
発
生
防

止
・
解
消
、
無
断
転
用
防
止
へ
の
働

き
か
け
に
つ
い
て
重
点
的
に
取
り
組

む
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

我
が
組
織
の
役
割
と
機
能
を
十
分

に
果
た
し
、
農
地
の
有
効
活
用
に
向

け
た
活
動
を
一
層
強
化
し
て
取
り
組

ん
で
い
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

平
成
26
年
度　

第
2
回

「
日
本
農
業
技
術
検
定
」

　

申
し
込
み
受
付
は
じ
ま
る

平
成
26
年
度　

第
1
回

「
日
本
農
業
技
術
検
定
」
が

　
　
　
　
　
　

実
施
さ
れ
る

"農“
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

農
業
者
や
一
般
で
受
験
希

望
の
あ
る
方
は
、
全
国
農
業

会
議
所
・
日
本
農
業
技
術
検

定
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
か
ら
の

申
し
込
み
が
必
要
で
す
。
な

お
、
申
込
期
間
は
10
月
3
日

か
ら
11
月
4
日
で
す
。

事
業
研
修
生
や
一
般
農
家
な

ど
20
人
が
受
験
し
ま
し
た
。

う
ち
、
2
級
は
5
人
、
3
級

は
15
人
の
内
訳
で
す
。

  

2
級
受
験
者
5
人
の
う
ち

3
人
が
、
3
級
受
験
者
15
人

の
う
ち
14
人
が
合
格
し
ま
し

た
。

　

平
成
26
年
度
の
第
2
回

「
日
本
農
業
技
術
検
定
」

が
、
12
月
13
日
（
土
）
に
橿

原
市
小
房
町
「
か
し
は
ら
万

葉
ホ
ー
ル
」
で
も
実
施
さ
れ

ま
す
。

　

今
回
は
、
1
級
、
2
級
、

3
級
の
学
科
試
験
で
す
。

　

平
成
26
年
度
の
第
1
回

「
日
本
農
業
技
術
検
定
」

が
、
7
月
19
日
（
土
）
に
橿

原
市
小
房
町
「
か
し
は
ら
万

葉
ホ
ー
ル
」
な
ど
の
会
場
で

実
施
さ
れ
ま
し
た
。

  

「
か
し
は
ら
万
葉
ホ
ー

ル
」
会
場
で
は
、
農
の
雇
用
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